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議長に木村健一議員、副議長に三谷博子議員就任

議

員

紹

介

（
○
数
字
は
議
席
番
号
）

村 議 会 議 員 構 成 決 定

①議員　加藤　一裕（２期）
議会運営委員会委員長

②議員　髙場志津子（６期）
総務経済常任委員会副委員長
衛生施設組合議会議員

③議員　鎌田　健治（７期）
監査委員
議員会会長

林業活性化促進議員連盟副会長

④議員　斉藤　勝博（２期）
議会報発行特別委員会委員長

議員会副会長
北留萌消防組合議会議員

⑤議員　長谷川幸廣（２期）
総務経済常任委員会委員長
議会運営委員会副委員長

林業活性化促進議員連盟会長

⑧議長　木村　健一（７期）⑦副議長　三谷　博子（３期）
議会報発行特別委員会副委員長

※
改
選
後
初
の
村
議
会

は
、
去
る
５
月
１
日
に

招
集
さ
れ
、
新
体
制
が

決
ま
り
ま
し
た
。



　
　
６
月
定
例
会

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

２０
　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
条

例
の
改
正
な
ど
　
件
で
、
い

１１

ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
三
谷
副
議

長
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、

村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
た
条
例
制
定
１
件
を
可

決
し
た
。

　
　
委
員
の
同
意
等

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

字
有
明

　
江
端
由
佳
里
 氏
（
再
任
）

■
農
業
委
員
会
委
員

字
明
里

長
谷
川
清
孝
 氏
（
新
任
）

字
有
明

舟
見
　
孝
弘
 氏
（
新
任
）

字
共
成

渡
辺
　
一
光
 氏
（
再
任
）

字
共
成

秋
山
　
哲
也
 氏
（
新
任
）

字
有
明

立
野
　
保
治
 氏
（
再
任
）

字
栄山

本
　
　
誠
 氏
（
再
任
）

字
明
里

立
田
　
幸
男
 氏
（
再
任
）

字
千
代
田

木
村
　
正
志
 氏
（
新
任
）

字
豊
岬

田
澤
己
榮
樹
 氏
（
新
任
）

字
千
代
田

木
村
　
　
茂
 氏
（
再
任
）

■
人
権
擁
護
委
員

字
初
山
別

永
井
　
範
子
 氏
（
再
任
）

　
　
条
例

■
村
医
等
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
村
医
、
月
額
１
３
０
万
円

以
内
を
１
５
０
万
円
以
内
と

す
る
改
正
。

　
　
そ
の
他

■
中
峰
橋
補
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結

・
契
約
金
額

９
埀１
８
５
万
円

・
契
約
相
手

　
初
山
別
土
建
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
麻
里
隆
三

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
１
億
３
埀４
７
３
万
４
千

円
を
追
加
し
、　

億
７
埀４

２４

２
３
万
４
千
円
に
。

【
国
道
花
壇
管
理
業
務
委

託
】

垢
 斉
藤
議
員

　
町
内
会
に
よ
り
管
理
し
て

い
た
が
管
理
方
法
が
ど
の
よ

う
に
な
る
か
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
植
栽
、
撤
去
は
町
内
会
、

水
や
り
は
役
場
、
雑
草
除
去

等
の
維
持
管
理
を
高
齢
者
事

業
団
で
行
う
。

【
農
林
水
産
物
直
売
所
運
営

費
】

垢
 鎌
田
議
員

　
北
極
星
、
カ
シ
オ
ペ
ア
の

営
業
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
７
月
以
降
北
極
星
は
平
日

も
営
業
、
カ
シ
オ
ペ
ア
は
借

り
て
い
る
方
に
よ
り
営
業
す

る
。

【
岬
セ
ン
タ
ー
運
営
費
】

垢
 斉
藤
議
員

　
オ
ー
ロ
ラ
改
修
後
ど
の
よ

う
な
形
で
の
営
業
と
な
る
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
日
中
は
地
域
の
集
う
場
所

と
し
て
営
業
し
、
夜
は
事
前

予
約
等
に
な
る
か
定
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
営
業
を
実
施
。

【
公
園
修
繕
料
】

垢
 三
谷
副
議
長

　
水
辺
の
楽
校
遊
具
、
小
学

校
の
中
庭
滑
り
台
が
壊
れ
て

い
る
が
修
繕
は
い
つ
頃
に
な

る
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
水
辺
の
楽
校
遊
具
に
つ
い

て
再
度
確
認
し
対
応
す
る
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
小
学
校
校
庭
の
滑
り
台
、

昨
年
危
険
遊
具
と
判
定
さ
れ

使
用
禁
止
と
し
て
い
る
。
長

期
休
業
中
に
危
険
判
定
と

な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
撤
去

す
る
。

【
住
宅
管
理
費
修
繕
料
】

垢
 三
谷
副
議
長

　
営
繕
の
申
し
込
後
の
対
応

の
連
絡
が
で
き
な
い
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
入
居
者
の
方
へ
返
答
す
る

対
応
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

【
民
生
費
貸
付
金
元
利
収

入
】

垢
 加
藤
議
員

　
今
後
収
入
見
込
み
が
あ
る

と
い
う
理
解
で
良
い
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
当
事
者
と
話
を
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
　
万
１
千
円
を
追
加
し
、

９０
２
億
２
埀１
９
０
万
１
千
円

に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
　
万
円
を
追
加
し
、
１
億

３８

８
埀７
２
８
万
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

→
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

１５
１
億
５
埀１
２
５
万
８
千
円

に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

→
２
６
６
万
円
を
追
加
し
、

１
億
２
埀３
１
６
万
円
に
。

　
　
発
議

■
初
山
別
村
議
会
議
員
の
請

負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例

→
地
方
自
治
法
の
改
正
を
受

け
、
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
透
明
性
を
確
保
す
る
取

組
み
と
し
制
定

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

韻

議会だ よ り

条

例

そ

の

他

補

正

予

算

発

議

提
出
者
　
加
藤
議
員

委
員
の
同
意
等

６
月
定
例
会
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村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
及
び
運

用
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

議
員

　
２
０
２
３
年
５
月
　

日
、

１８

議
員
控
室
に
お
い
て
副
村
長
、

企
画
振
興
室
か
ら
、
新
規
の

陸
上
風
力
発
電
事
業
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。村
と

し
て
も
推
進
す
る
意
向
を
示
し

て
い
る
こ
の
事
業
の
村
に
関
す

る
部
分
で
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
共
成
・
大
沢
地
区
に
風
車

を
　
基
建
設
す
る
と
い
う
内

３０
容
で
あ
っ
た
。既
に
５
月
　
日
２７

に
住
民
へ
の
説
明
会
を
終
え
て

い
る
。村
と
し
て
の
住
民
に
対

す
る
説
明
会
は
開
催
さ
れ
て
い

な
い
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
現
在
、
村
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
る
の
は
小
型
風
力
発
電

に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
り
、

内
容
の
大
部
分
を
事
業
者
の

自
主
性
に
任
せ
て
い
て
、
違
反

し
た
も
の
が
出
て
き
た
場
合
の

対
応
は
、
そ
の
時
に
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。本
村
で
は

最
近
に
な
っ
て
小
型
風
車
の
建

設
も
増
え
て
き
て
お
り
、
今
後
、

風
力
発
電
以
外
の
設
備
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

村
民
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

為
に
、
又
、
次
世
代
に
負
の
遺

産
を
残
さ
な
い
為
に
も
、
個
人

の
責
任
・
村
の
責
任
・
事
業
者

の
責
任
を
明
確
に
し
た
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

設
置
と
運
用
に
関
す
る
基
準

を
示
し
た
条
例
の
策
定
を
早

急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
村
と
し
て
の
こ
れ
か

ら
の
取
組
を
伺
う
。

村
長

　
近
年
、
風
力
発
電
設
備
の

建
設
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
　
年
１
月

３０

に
小
型
風
力
発
電
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、

村
民
の
理
解
を
得
る
た
め
取

り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
た

「
小
型
風
力
発
電
施
設
等
の

設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
し
、
遵
守
を
求
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、
行
わ
れ
ま
し
た
事

業
者
に
よ
る
住
民
説
明
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
設
置
事
業
者

が
工
事
計
画
の
届
け
出
前
に

環
境
評
価
を
行
う
義
務
を
課

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
評

価
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
調

査
す
る
項
目
、
調
査
方
法
等

の
説
明
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。国
の
事
業
計
画
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
き
ま
し
て

は
、
事
業
者
は
、
設
置
す
る
地

域
か
ら
理
解
を
得
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
理
解
を
得
る
こ
と
な

く
進
め
ら
れ
た
事
業
は
、
国
か

ら
の
指
導
や
助
言
の
対
象
と
な

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
者
が
運
用
開
始
を
目

指
す
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
村

民
や
村
か
ら
の
意
見
聴
取
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
村
と
し

て
も
、
住
民
説
明
会
の
実
施

を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
建

設
計
画
等
に
つ
い
て
疑
義
が
生

じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
業

者
へ
の
意
見
書
の
提
出
、
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
村
が
主
体
と

な
っ
た
説
明
会
の
開
催
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
の
設
置
と
運
用
に
関
す

る
基
準
を
示
し
た
条
例
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
村
と
し
て
の

今
後
の
取
組
で
あ
り
ま
す
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
進
め
る
こ
と
は
、
非
常
に

意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
が
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
場
所
で
施
設
の

設
置
が
進
め
ば
、
希
少
な
動

植
物
が
多
く
生
息
す
る
自
然

豊
か
な
村
の
価
値
が
失
わ
れ
、

観
光
客
の
減
少
な
ど
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。近
年
、

こ
う
し
た
背
景
か
ら
道
内
で
も

設
置
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
し
て
お
り
、
発
電
施
設
の
乱

立
や
関
係
法
令
を
遵
守
し
な

い
事
業
者
の
出
現
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
村
に
お
い
て
も
、
今
後
、

国
や
道
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

そ
の
必
要
性
に
応
じ
て
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
事
前
に
用
意
し
て
こ
そ
の
条

例
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

村
長

　
単
に
村
だ
け
ル
ー
ル
を
作

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
広

域
的
な
視
点
も
含
め
た
中
で

検
討
し
て
い
く
の
が
必
要
で
は

な
い
か
。

議
員

　
早
め
早
め
に
対
処
で
き
る

よ
う
に
色
々
な
面
を
想
定
し
な

が
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
条
例

を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 村における再生可能エネルギー発電設備の

　　　　 　設置及び運用に関する取組について

Ａ　その必要性に応じ説明会
　　　　　　条例制定について検討したい

宮本　村長



　
　
議
員
研
修
会

　
７
月
４
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の
政
界
と

日
本
」
と
題
し
、
元
防
衛
大
学
校
長
・
ひ
ょ

う
ご
震
災
記
念
　
世
紀
研
究
機
構
理
事
長
の

２１

五
百
旗
頭
真
氏
と
、「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」

と
題
し
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
﨑
史

郎
氏
の
講
演
で
し
た
。

　
五
百
旗
頭
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
か
ら

日
本
人
の
軍
備
に
対
す
る
考
え
方
が
「
軍
備

は
持
つ
べ
き
で
な
い
」
か
ら
「
専
守
防
衛
」

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
、
か
つ
て
な
い
リ

ア
ル
な
危
険
の
中
で
５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ

７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
、
そ
し
て
日
本
の

国
際
的
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。

　
田
﨑
氏
は
、

長
年
に
渡
り

維
持
し
続
け

た
政
治
家
と

の
人
間
関
係

を
通
し
て
見

え
た
政
治
の

表
と
裏
、
政

治
家
た
ち
の

思
惑
を
実
名

を
挙
げ
な
が

ら
語
り
ま
し

た
。

議

員

研

修

会

右

議会だ よ り
★
第
１
回
臨
時
会

（
５
月
１
日
）

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
病
気
休
暇
に
関
す
る
人
事

院
規
則
の
改
正
に
伴
う
改
正
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
初
山
別
村
税
条
例
の
一

部
改
正
】

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

１
号
）】

→
６
埀７
７
１
万
１
千
円
を

追
加
し
、　

億
９
埀４
２
６

２７

万
４
千
円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）】

→
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、

３６
２
、
２
２
６
万
３
千
円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）】

→
５
３
３
万
２
千
円
を
減
額

し
、
１
億
６
埀１
９
３
万
６

千
円
に
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
４
年
度
初
山
別
村

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）】

→
１
１
６
万
５
千
円
を
減
額

し
、
１
億
３
２
３
万
５
千
円

に
。

★
第
２
回
臨
時
会

（
５
月
　
日
）

１８

■
副
村
長
選
任
同
意

　
字
初
山
別

　
　
宇
　
野
　
　
　
要
　
氏

（
新
任
）

■
教
育
長
任
命
同
意

　
字
初
山
別

　
　
大
　
水
　
秀
　
之
　
氏

（
新
任
）

臨

時

議

会

　
　
定
期
監
査
報
告

　
令
和
５
年
度
定
期
監
査
を
６
月
　
日
か
ら

２２

　
日
ま
で
の
５
日
間
実
施
。

２８　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
令
和
４
年
度
分
に
係
る
財
務
に
関
す
る
事

務
及
び
一
般
事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
か
ら
提
出
を
受
け
た
事
務
概
況
書

及
び
関
係
書
類
を
閲
覧
し
、
必
要
に
応
じ
て

担
当
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
実
施
し
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
必
要
と
認
め
る

一
般
事
務
は
良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
事

業
の
執
行
も
適
正
と
認
め
る
。

定

期

監

査

報

告副村長室での講評



宇

議会だ よ り

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

議　　会　　の　　う　　ご　　き
例月出納検査（監査委員）１４５　　　月

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）

１５
第１回臨時会（議長外全議員）１

例月出納検査（監査委員）１８

第２回定例会（議長外議員多数）２０議会全員協議会（議長外全議員）１６

定期監査（監査委員・２８日までの内５日間）２２留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・増毛町）１６

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２６第２回臨時会（議長外全議員）１８

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２７留萌地域総合開発期成会定期総会（議長）１９

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２８６　　　月

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２９北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）
北海道町村議会議員公務災害補償等組合定例会
（議長・札幌市）

２
７　　　月

北留萌消防組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）
羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会
（髙場議員・羽幌町）

３
第２師団長井土川陸将を囲む会（議長・留萌市）５

初山別村交通安全推進委員会定期総会・初山別村防
犯協会定期総会（議長）

８
全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）4～5

例月出納検査（監査委員）１４
議会運営委員会（委員長外委員多数及び議長）
議会全員協議会（議長外議員多数）
議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）

９ 議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１８

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査
（監査委員・３１日までの内５日間）

２４
初山別村消防団春季消防演習（議長外議員多数）
留萌駐屯地創立７０周年記念式典（副議長・留萌市）

１１
寿スポーツ（議長外議員多数）２７

「
議
会
報
発
行
に
あ
た
り
」

　
今
任
期
、
議
会
報
発
行
特

別
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
と
は
、
年
４
回
開

か
れ
る
村
議
会
定
例
会
の
内

容
や
、
そ
の
他
の
議
会
活
動

を
中
心
と
し
た
情
報
を
、
村

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し

て
い
る
、
議
会
広
報
誌
で
あ

り
ま
す
。

　「
開
か
れ
た
議
会
活
動
」と

は
何
か
を
常
日
頃
よ
り
考
え

な
が
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

読
み
や
す
い
議
会
報
つ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
た
く
思
い

ま
す
。（

文
責
・
斉
藤
勝
博
）

　
編
集
後
記

　
鎌
田
健
治
議
員
が
、　

年
以
上
の
永
き
に

２５

わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
対
し
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

表
彰
さ
れ
、
木
村
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
表
彰



烏

７ 月のこんなことあんなこと

　改選後初めてとなる農業委員会総会が

役場会議室にて行われました。

　総会に先立ち、農業委員に任命された

１０名に村長から辞令が手渡されました。

（７月２１日）

《農業委員》

　長谷川清孝 氏　　舟見　孝弘 氏 （欠席）

　渡辺　一光 氏　　秋山　哲也 氏

　立野　保治 氏　　山本　　誠 氏

　立田　幸男 氏　　木村　正志 氏

　田澤己榮樹 氏　　木村　　茂 氏

初山別村農業委員会辞令交付式

　あいにくの空模様の中４年ぶりに開催された初山別稲

荷神社祭。午前１０時頃、花火の合図とともに始まり、

天狗を筆頭に、大人神輿、子ども神輿が続いて行列を

成し初山別地区内を練り歩きました。その賑やかな御

神輿を観ようと多くの方が集まりました。次第に雨は

強まっていきましたが、威勢の良い掛け声や元気あふ

れる子どもたちの掛け声によって雨を感じさせない神

社祭となりました。神輿を担いだ方々、裏で支えて下

さった奥様方、お疲れ様でした。（７月１２日～１３日）

初山別稲荷神社祭

　村の短い夏を楽しもうと、商工

会青年部が中心となり、初山別稲

荷神社社務所横にてビアガーデ

ンが開催されました。オープン

当初は雨のためか空席が目立ち

ましたが、小降りになるにつれ、

テント内はお客さんで一杯になりました。ビールやおつまみを片手に、語らいのひとときを

楽しんだようです。（７月１１日）

宵宮祭



初山別地区道路一斉清掃
　観光シーズンを目前に村の環境美化の一環とし

て、今年も初山別地区内の道路一斉清掃が行われ

ました。雑草や砂、プラスチックが掃除され、村内が

キレイになりました。

　ご協力くださいました皆様、ありがとうござい

ました。（７月１日）

羽

●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別地区道路一斉清掃
豊岬海岸清掃

１松

ほしっこくらぶ５昌
予防接種６昭
新規漁業者祝い金贈呈式７晶
豊岬駐車帯環境整備１０捷
初山別稲荷神社祭（宵宮祭）１１昇

初山別稲荷神社祭（本祭）
乳幼児健診

１２昌

初山別稲荷神社祭（後祭）１３昭
村民総監視１４晶
おやこのためのおはなしかい１５松
入札１８昇
ほしっこくらぶ会場開放日１９昌
予防接種２０昭
農業委員会委員辞令交付式・総会２１晶
寿スポーツ大会２７昭

８月の「ほしっこくらぶ」は、２３日に自然交流

センター２階小ホールにて開催予定です。

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（７月１９日）

ほしっこくらぶ －７月号－

　夏の交通安全運動の始まりにあわせ、初山別駐

在所前の国道沿いで村民総監視が行われました。

交通安全推進委員会の皆さんのほか住民の方が黄

色い旗を持って沿道に整列し、安全運転を呼びか

けました。交通事故を防ぐため、スピードダウン

と安全運転に努めましょう。（７月１４日）

夏の交通安全運動　村民総監視

　海開き前の豊岬海水浴場で海岸清掃が行われま

した。海岸の漂着物を焼く煙に苦戦しながらも、多く

の村の方がボランティア活動に協力してくださいま

した。また、地域貢献の一環として、自衛隊留萌

駐屯地の皆様がお手伝いしてくださいました。

　ご協力くださいました皆様、ありがとうござい

ました。（７月１日）

豊岬海岸清掃
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　小学生と中学生のプールの授業の補助に行かせていただきま

した。私自身、学校でのプールの授業は約８年ぶりです。水に

潜るのが、まだ苦手な生徒さんも、怖いけど挑戦してみると頑

張っていたり、泳ぎ方がよく分からないけど、自分の中にどう

落とし込んでいけるのかを一生懸命に考えている生徒さんがい

たり…。意外と簡単な事ではない、怖い事や分からない事に挑

戦していく姿、無邪気に楽しむ姿。そんな生徒さんの様々な姿

に私も、勇気と元気をもらいました！【石田】

　今年もハスカップの収穫のお手伝い

に行かせていただきました！特に雨の

多かった今年は、雨に濡れたハスカッ

プの木や葉が冷たかったのですが、大

きく、色が濃いハスカップを探すのは、

なんだか小さな冒険に出ているようで

ワクワクしながら、収穫をさせていた

だいていました。休憩の時にいただく、

ハスカップジュースは甘くて、ヒヤッ

としていて、体中に染み渡り、とって

も美味しかったです。【石田】

ハスカップ収穫

　６月に初めてなんもなんも食堂のお手伝

いに参加させて頂きました。当日は会場内

に縁日コーナーがあり、子ども達が食後に

楽しそうに遊ぶ声が響いてとても和やかな

雰囲気でした。初めてお会いする運営の皆

さん、来場された皆さんに温かく迎えてい

ただき、お声かけ頂けとてもありがたかっ

たです。ありがとうございました。【荻原】

初めてのなんもなんも食堂



　
夏
本
番
、
水
分
は
こ
ま
め
に
摂
れ

て
い
ま
す
か
？

　
水
分
不
足
は
、
熱
中
症
や
脱
水
の

他
に
も
、
便
秘
や
こ
む
ら
返
り
の
原

因
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
危
険

な
病
気
に
も
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。体

に
含
ま
れ
る
水
分

　
私
た
ち
の
体
の
約
　
％
は
水
分
で

６０

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
分
は
細

胞
の
内
側
と
外
側
を
行
き
来
し
て
細

胞
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
役
割
が
あ

り
ま
す
。

体
内
の
水
分
の
働
き

　
体
内
の
水
分
は
、
汗
や
排
泄
、
呼

吸
な
ど
で
１
日
約
２
坩５
渥
の
水
分

が
失
わ
れ
ま
す
。
１
日
３
食
摂
っ
て

い
る
場
合
、
食
べ
物
か
ら
約
１
渥
の

水
分
を
摂
取
出
来
ま
す
。
加
え
て
、

摂
取
し
た
食
べ
物
を
分
解
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
と
き
に
生
じ
る

水
分
が
３
０
０
悪
ほ
ど
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る

と
、
体
内
の
水
分
量
維
持
の
た
め
に

は
、
１
日
に
約
１
坩２
渥
の
水
分
を

摂
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
季
節
や
活

動
量
に
よ
っ
て
は
通
常
よ
り
も
多
く

の
水
分
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
体
内

の
水
分
の
働
き
は
主
に
３
つ
あ
り
ま

す
。

①
体
内
の
運
搬
作
用
：

　
食
べ
物
を
消
化
吸
収
し
て
得
た
栄

養
素
や
酸
素
、
ホ
ル
モ
ン
を
各
組
織

に
運
び
ま
す
。

②
老
廃
物
の
排
泄
：

　
肺
を
通
し
て
吐
く
息
と
し
て
排
泄

さ
れ
る
も
の
と
、
血
液
を
通
し
て
腎

臓
に
運
ば
れ
て
尿
に
な
っ
て
排
泄
さ

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
老
廃
物
を
運
び
ま
す
。

③
体
温
調
節
：

　
水
が
蒸
発
す
る
時
に
多
く
の
熱
を

奪
う
性
質
を
使
っ
て
、
汗
を
か
い
て

汗
が
蒸
発
し
体
の
表
面
を
冷
や
し
ま

す
。

　
体
内
の
水
分
が
１
％
不
足
す
る
と

喉
の
渇
き
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

２
％
不
足
す
る
と
脱
水
症
状
が
始
ま

り
ま
す
。
血
液
中
の
水
分
が
減
少
す

る
と
、
血
液
の
粘
度
が
上
昇
し
、
血

栓
が
で
き
や
す
く
な
る
た
め
、
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
病
気
に
も

繋
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
は
加
齢
に
伴
っ
て

筋
肉
量
が
低
下
し
、
筋
肉
内
に
蓄
え

て
い
る
水
分
が
減
少
す
る
た
め
、
身

体
の
水
分
量
が
若
い
と
き
よ
り
も
約

　
％
少
な
く
、
喉
の
渇
き
も
自
覚
し

１０に
く
い
こ
と
で
脱
水
症
状
に
陥
り
や

す
い
た
め
、
意
識
し
て
水
分
補
給
を

行
う
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

水
分
補
給
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
喉
の
渇
き
を
感
じ
た
と
き
に
は
す

で
に
脱
水
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
水

分
摂
取
す
る
た
め
に
、
生
活
リ
ズ
ム

の
中
で
水
分
を
摂
る
習
慣
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
就
寝
中
や
入
浴
中
は
特
に

水
分
が
不
足
す
る
た
め
、
起
床
後
や

入
浴
後
は
意
識
し
て
水
分
を
摂
取
し

ま
し
ょ
う
。

　
１
回
に
飲
む
量
は
体
が
水
分
を
吸

収
で
き
る
量
と
さ
れ
る
、
コ
ッ
プ
一

杯
程
度
（
１
５
０
悪
～
２
５
０
悪
）

が
理
想
で
す
。
一
度
に
飲
み
過
ぎ
る

と
、
腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
浮
腫

み
の
原
因
や
尿
と
し
て
排
出
さ
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
こ
ま
め
な
摂
取
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
水
分
摂
取
の
注
意
点
と
し
て
、

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
カ
フ
ェ
イ
ン

が
含
ま
れ
る
物
は
利
尿
作
用
が
あ
る

た
め
、
水
分
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内

で
分
解
さ
れ
る
と
き
に
水
分
を
必
要

と
す
る
た
め
、
水
分
摂
取
量
よ
り
も

水
分
排
泄
量
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
フ
ェ
イ
ン
が
多
く

含
ま
れ
る
飲
み
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
は

水
分
摂
取
に
は
不
向
き
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
は
汗
を
か

き
や
す
く
、
脱
水
や
熱
中
症
へ
の
注

意
が
必
要
で
す
。
思
い
出
し
た
時
に

ま
ず
は
ひ
と
く
ち
水
を
飲
む
な
ど
、

普
段
か
ら
意
識
し
て
水
分
を
摂
取
し

て
み
ま
し
ょ
う
。（

保
健
師
　
安
達
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

水
分
不
足
に
ご
用
心
！

雨



　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付

猶
予
制
度
（
　
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま

５０

す
の
で
、
お
住
ま
い
の
村
役
場
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
年
度
内
に
１
回
、

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
健
診
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。　

～
　
歳

３５

７４

の
被
保
険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
が
対

象
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」
は
、

定
期
健
康
診
断
の
検
査
項
目
に
加
え

て
、
５
大
が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実

し
た
検
査
項
目
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
協
会

け
ん
ぽ
の
費
用
補
助
額
が
上
が
り
、

皆
さ
ま
の
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。
総
額
１
８
埀８
６
５
円
の
健
診

費
用
が
５
埀２
８
２
円
で
受
診
で
き

ま
す
。　

歳
～
　
歳
の
被
扶
養
者

４０

７４

（
ご
家
族
）
さ
ま
が
対
象
の
「
特
定

健
診
」
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
早
期
発
見
、
そ
の
予
防
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
協
会
け
ん

ぽ
の
費
用
補
助
に
よ
り
最
大
で
６
８

０
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、
健
診
結
果
に
応
じ
た
適
切
な
行

動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
な
方
は
、
保
健

師
等
の
健
康
づ
く
り
の
専
門
家
が
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
（
特
定
保
健

指
導
）」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

健
診
の
結
果
で
「
要
治
療
」「
要
精
密

検
査
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
放
置

せ
ず
医
療
機
関
に
早
期
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

　
緯
０
１
１
儿
７
２
６
儿
０
３
５
２

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
暴
力
団
 地
域
団
結
 断
固
拒
否

　
暴
力
団
は
、
組
織
の
維
持
・
拡
大

の
た
め
に
、
覚
醒
剤
密
売
や
特
殊
詐

欺
、
密
漁
、
み
か
じ
め
料
・
用
心
棒

料
の
要
求
等
の
犯
罪
行
為
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
組
織
の
関
係
者
を
利
用

し
て
一
般
社
会
に
お
け
る
経
済
取
引

へ
介
入
す
る
な
ど
、
様
々
な
手
段
を

用
い
て
活
動
資
金
獲
得
を
図
っ
て
お

り
、
暴
力
団
の
活
性
化
は
様
々
な
犯

罪
を
誘
発
す
る
だ
け
で
な
く
、
暴
力

団
の
引
き
起
こ
す
対
立
抗
争
を
激
化
、

長
期
化
さ
せ
る
原
因
と
も
な
り
、
道

民
の
皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
日
常
生

活
と
健
全
な
経
済
活
動
に
大
き
な
脅

威
と
不
安
を
与
え
ま
す
。

　
警
察
は
、
暴
力
団
の
壊
滅
に
向
け

て
強
力
な
取
締
り
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
道
民
の
皆
様
も
、

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」 

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」 

「
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
」 

「
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」

を
合
い
言
葉
に
、
暴
力
団
の
違
法
・

不
当
な
活
動
や
犯
罪
被
害
に
関
す
る

こ
と
は
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も

早
期
に
警
察
に
相
談
、
通
報
す
る
強

い
意
志
と
勇
気
を
持
っ
て
、
社
会
か

ら
暴
力
団
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

卯

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
か
ら

始
ま
る
健
康
づ
く
り



鵜

　ＬＩＮＥ株式会社が運営するコミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」

に、初山別村の公式アカウントを開設し、運用をはじめました！

　村民のみなさまやご家族のみなさま、ぜひご登録ください。

【配信情報】
　毅村のイベント情報

　毅防災情報

　毅ヒグマ注意喚起情報

　今後、配信情報を
　　　　　どんどん増やし ていきます ！

ご利用方法

ご自身のスマートフォンなどに「ＬＩＮＥ」をインストールする。

① Ｉ Ｄ から友だち登録
　ＬＩＮＥメニューの「友だち追加」から、

「ＩＤ検索」を選択してください。

　下のＩＤを入力して、初山別村を

「友だち追加」してください。

② Ｑ Ｒ コードからの登録
　ＬＩＮＥメニューの「友だち追加」から、

「ＱＲコード」を選択してください。

　下のＱＲコードを読み取り、初山別村を

「友だち追加」してください。

初山別村役場企画振興室企画振興係　0164－67－2211

I D：@shosanbetsu

はじめました！

初初山山別別村村公公式式ＬＬＩＩＮＮＥＥ初山別村公初山別 村公式式ＬＩＮＥＬＩＮＥ



窺

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和５年９月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇

（第４水曜日２７日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日２７日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２８日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（４日）〇
整形専門外来

予約制

８：００～１１：００穴口医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１２日・２６日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１１日・２５日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（４日・１１日・２５日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（５日・６日・１２日・１９日・２０日・２６日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日・２９日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひとのうごき

～令和５年７月末～

人口と世帯数
人口 １,０５７人
　　　（△１１人）
 男 ５１７人
 女 ５４０人
 世帯数 　５１５世帯 
　　　（△２世帯）

（　） は前月比

ご 結 婚

７／２３　安　達　脩　作（初山別）

　　　　上　野　姫　奈（初山別）

おくやみ

６／３０　金　子　レン子

　　　　　　　　　７９歳（初山別）

７／４　菊　池　幸　樹

　　　　　　　　　６２歳（明　里）

７／１８　立　花　　　實

　　　　　　　　　８１歳（初山別）

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※新年は１月４日（水）から診療を開始します。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１９日（木）に行います。

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診察を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で２１日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。
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～編集後記～窺
　皆さんこんにちは。若干夏バテ気味の広報担当木村です。じりじりと太陽の暑さを感じる中で、夏祭り

や海水浴などさまざまな行事を楽しむ季節がやってきました。大粒の雨が降る中初山別稲荷神社祭が

開催され、大人と子どもによる２台の神輿がまちに元気と笑顔を運んでくれました。私自身も大人神輿

に参加し、肩に伝わってくる神輿の重さは、先人の時代から脈 と々受け継がれてきた伝統を感じさせて

くれました。後祭では獅子頭を手に持ち一軒一軒清めて回りました。保育所にて、園児達を思いきり泣か

せてみせようと意気込んでいましたが、泣くどころか笑いながら「もう一回頭噛んで！」という子が後を絶

たず、初山別の子は強いなぁと獅子の中で苦笑い…そして、獅子舞の慣れない動きと、予想を遙かに

上回る運動量で、終わる頃にはへとへとで全身が筋肉痛でしたが、４年ぶりの開催となった祭に携わっ

たことで、ようやく村の一員となれたのかなと感じられた２日間でした。

● 今月の主な行事予定 ●
（８／１０～９／１３）
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出産祝金贈呈式（７月４日）

　木村さん（初山別）に第３子、琉偉く

ん（父…卓也、母…紗希）が誕生し、宮

本村長から出産祝金が手渡されました。

これから元気にすくすく育ってくださいね。

新規漁業就業者祝い金贈呈式（７月７日）

　村の漁業後継者育成事業を活用し、漁

業権を取得し独立された齋藤浩之氏へ祝

金が贈呈されました。

　本制度は漁業の振興と持続可能な発展

のため、新規就業を目指す者に対し、３

年間の研修期間を設けることにより、支

援制度や受入体制等の拡充を図ることを

目的に制定されています。


